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vol.92

5 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　４月 27 日、28 日の２日間、NPO 法人上山高原エコミュージアムによる春のエコフェスタが
上山高原で開催されました。両日とも晴天に恵まれ、春の心地よい風を受けながら、地元や神
戸市などからの約 70 人の参加者はススキ草原の復元とブナ林の育成作業を行いました。
　初日は、山開きも兼ねた山焼き作業、２日目は、ブナの苗の植樹（写真）や下草刈りなどの
育樹作業、雪の壁が残る高原でトレッキングが行われました。地元から参加した男性は、「初め
て参加したが、とても楽しかったし植樹は記念にもなった。また参加したい」と笑顔で話して
いました。
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町政のうごきから

新
温
泉
町
消
防
団

 
平
成
25
年
度
出
初
式
を
挙
行

　

新
温
泉
町
消
防
団
初
出
式
が
４
月
14

日
、浜
坂
す
こ
や
か
広
場
で
開
催
さ
れ
、

西
岡
団
長
以
下
４
８
２
名
の
団
員
が
参

加
し
、
防
火
・
防
災
活
動
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
多
く
の
来
賓
出
席
の
も
と

行
わ
れ
、
西
岡
団
長
は
、「
多
様
な
災

害
に
対
応
で
き
る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
訓

練
に
取
り
組
み
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て

住
民
の
付
託
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訓
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
し

た
団
員
な
ど
へ
の
表
彰
や
新
入
団
員
へ

の
辞
令
交
付
、閲
団
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
消
防
車
両
が
町
内
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
岸
田
川
河
口
の
久
斗

川
合
流
点
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
斉
放
水
は
、
川
に
沿
っ
て
消
防

車
両
28
台
を
横
一
列
に
並
べ
て
行
わ

れ
、
団
員
は
無
災
害
を
祈
り
、
春
の
青

空
に
向
け
て
水
柱
の
美
し
い
ア
ー
チ
を

描
い
て
い
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１

▽
団
長　

西
岡
安
雄

【
浜
坂
支
団
（
４
３
３
人
）】

▽
支
団
長　

宇
野
正
宏

▽
副
団
長　

中
島　

武
、
松
上
鉄
雄

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　

西
垣
宏
一
、岡
本
好
生
、

　
　

宮
崎　

清
、
坂
本
良
治
、
植
村
匡
継

　

❖
浜
坂
第
１
分
団　

下
雅
意
治
幸

　

❖
浜
坂
第
２
分
団　

井
上
賢
治

　

❖
浜
坂
第
３
分
団　

松
岡
宏
典

　

❖
浜
坂
第
４
分
団　

池
田
裕
司

　

❖
浜
坂
第
５
分
団　

田
中
陽
治
郎

　

❖
浜
坂
第
６
分
団　

向
根
真
津
夫

　

❖
浜
坂
第
７
分
団　

松
葉　

茂

　

❖
浜
坂
第
８
分
団　

島
田
政
実

　

❖
浜
坂
第
９
分
団　

堀
江
正
則

　

❖
浜
坂
第
10
分
団　

久
瀬　

剛

　

❖
浜
坂
第
11
分
団　

岡
村
知
広

　

❖
浜
坂
第
12
分
団　

岡
本　

忍

　

❖
浜
坂
第
13
分
団　

浜
根
美
智
男

　

❖
浜
坂
第
14
分
団　

酒
井　

浩

【
温
泉
支
団
（
３
０
３
人
）】

▽
支
団
長　

井
上
知
明

▽
副
団
長　

山
本　

司
、
奈
良
義
孝

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　
　
　

坂
本　

聡

　

❖
温
泉
第
１
分
団　

吉
田
一
也

　

❖
温
泉
第
２
分
団　

河
越
交
功

　

❖
温
泉
第
３
分
団　

池
田
秀
好

　

❖
温
泉
第
４
分
団　

坂
出
隆
史

　

❖
温
泉
第
５
分
団　

西
村　

亨

　

❖
温
泉
第
６
分
団　

中
野
正
人

　

❖
温
泉
第
７
分
団　

前
谷　

斉

敬礼をしながら整然と行進

新温泉町消防団（737 人）

※分団長以上、敬称略

模範となる団員を表彰

新入団員への辞令交付

決意を新たに一斉放水 西岡団長らが閲団
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町
道
七
坂
八
峠
線
に
展
望
台
を
設
置

省エネ対策でＬＥＤ照明を導入
役場庁舎などの照明を更新しました

「夏のエコスタイル」を実施します
“節電”にもご協力ください

　

居
組
の
町
道
七
坂
八
峠
線
（
旧
国
道

１
７
８
号
線
）
の
眺
望
の
よ
い
所
に
駐

車
場
を
備
え
た
「
七
坂
八
峠
展
望
台
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
展
望
台
の
整
備
に

よ
り
、
自
動
車
等
の
安
全
な
通
行
と
観

光
客
の
安
全
が
確
保
で
き
る
と
と
も

に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
素
晴
ら

し
い
景
色
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
望
台
に
は
、
車
８
台
分
の
駐
車
場

と
38
㎡
の
展
望
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
。
ベ

ン
チ
２
基
と
写
真
撮
影
用
の
カ
メ
ラ
台

「
撮
っ
て
ち
ょ
～
台
」
も
設
置
し
ま
し

た
。
ベ
ン
チ
に
腰
を
か
け
て
居
組
港
や

不
動
山
な
ど
魅
力
的
な
居
組
海
岸
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
、
カ
メ
ラ
台
を
利
用

し
て
セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
で
、
居
組
海
岸

を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。

　地球温暖化防止対策の一環として、本年も「夏
のエコスタイル」に取り組みます。
　住民の皆さまも趣旨をご理解いただき、町主催
の会議等に出席する場合は、軽装でお願いします。
◆目的　職場などでの適正冷房の徹底による省エ

ネルギーの一層の推進を通じ、地球温暖化を防
止し、環境と共生するビジネス文化の定着、発
信を図ります。

◆期間　５月７日（火）～ 10 月 31 日（木）
◆内容
　①適正冷房（概ね 28℃）の実施
　②軽装勤務（町職員は軽装で勤務します。）
　※上着を着用せず、ノーネクタイとします。
　　（５月～６月、９月～ 10 月の上着の着用は、各自の

判断によります。）

◆問合せ　総務課　総務係　℡ 82-3111

　町有施設の省エネの推進を目的に、役場本庁舎
や浜坂多目的集会施設などの照明を蛍光灯や白熱
電球からＬＥＤ照明に更新しました。
　今回は、市町村振興協会市町交付金事業を活用
して蛍光灯型と電球型
のＬＥＤ照明を購入
し、更新を行いました。
　ＬＥＤ照明は、消費
電力の削減や器具の長
寿命化ができ、省エネ
の推進に加え、今回の
更新で年間約 98 万円
の経費の節減を見込ん
でいます。

◆問合せ　総務課　管財係　℡ 82-3111

　

町
道
七
坂
八
峠
線
は
山
陰
海
岸

国
立
公
園
内
に
あ
り
、
美
し
い
日

本
海
を
眺
望
で
き
る
所
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
後
、
観
光
客
が
路
上

に
駐
車
す
る
こ
と
が
増
え
た
こ
と

か
ら
交
通
事
故
の
危
険
が
あ
り
、

駐
車
場
整
備
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

居組海岸を見渡せる展望スペース

自分撮りができる
カメラ台

▲役場本庁舎２階
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　定期予防接種のご案内
　　　　ワクチンを接種することでお子さんを病気から守ります

　予防接種法に基づき、町が実施する乳児・幼児・児童・生徒の予防接種を
お知らせします。
　定められた予防接種の種類、接種間隔、年齢の範囲であれば接種費用は無
料（公費負担）です。（接種可能な年齢を過ぎた場合、自費での接種となり
ます。）対象年齢になりましたら、早めに接種しましょう。

予防接種の受け方 接種間隔を守りましょう！
～異なるワクチンを接種する場合～

①接種を希望する実施医療機関に予
約の電話を入れる。

　※次の「定期予防接種実施医療機
関」以外での接種は、原則でき
ませんのでご注意ください。

②当日、予診票・母子健康手帳を持
参して受診する。

③医療機関で熱を測り、予診を受け
て接種し、母子健康手帳に接種日
などを記入してもらう。

★「BCG」は、７か月健診と同時に
実施（集団接種）します。すこや
～にで午後１時から１時 15 分の
間に受付を済ませてください。

　一つのワクチンを接種してから、次のワクチンを接種する
までにあけたほうがいい間隔は、ワクチンの種類によって異
なり、その効果と安全性のため、次の間隔をあけることになっ
ています。

※この他にも同一種類のワクチンを接種する場合には、定めら
れた接種間隔があります。詳しくは、５ページの表の「回数・
受け方」欄をご確認ください。

種　類 間　隔 次の予防接種

【生ワクチン】
BCG、麻しん風しん混合

⇒
27 日以上の

間隔をあける 異なる種類の
　　　　予防接種
・生ワクチン
・不活化ワクチン

【不活化ワクチン】
４種混合、３種混合、
日本脳炎、不活化ポリオ、
ヒブ、肺炎球菌、ヒトパ
ピローマウイルス

⇒
6 日以上の

間隔をあける

医療機関名 住所 電話番号 備　　考
浜辺医院 浜坂 1261-2 ８２－１２２４

あおぞらこどもクリニック 芦屋 130-1 ８２－０３４９
高木医院 浜坂 2074-1 ８２－３００１ ヒトパピローマウイルス感染症のみ実施
沢田医院 湯 90-1 ９２－２６５３

古澤クリニック 細田 209-2 ９２－２６００
照来診療所 桐岡 235 ９２－１０８０ ヒトパピローマウイルス感染症は実施し

ない八田診療所 千谷 32-3 ９３－０００１

－問合せ－
健康福祉課　健康推進係（保健福祉センターすこやか～に内）℡ 99-2940

・・・・・・・　 定期予防接種実施医療機関（乳児・幼児・児童・生徒）　　・・・・・・・
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・・・・・・・・・・　 乳児・幼児・児童・生徒の予防接種一覧表　　・・・・・・・・・・

ワクチンの種類 標準的な接種年齢
（接種可能な年齢） 回数・受け方 備　　　考

集
団
接
種

ＢＣＧ 生後５～８月未満
（生後１歳未満）

１回 ７か月健診と同時実施
会場　すこやか～に
受付　午後１時～
　　　　　　１時 15 分

個　

別　

接　

種

ヒブ感染症

初回
生後２～７月未満

（生後2月～ 5歳未満）
3回

前回接種からそれぞれ4 ～ 8
週の間に接種

生 後2 ～ 7か 月 未 満 で 初
回を開始した場合。7か月
を超えると接種回数が変
わります。

追加
初回3回終了後、7 ～
13月の間

（生後2月～ 5歳未満）
１回

小児肺炎球菌
感染症

初回
生後２～７月未満

（生後2月～ 5歳未満）
3回

前回接種からそれぞれ27日以
上あけて接種

生 後2 ～ 7か 月 未 満 で 初
回を開始した場合。7か月
を超えると接種回数が変
わります。

追加
初 回3回 終 了 後、60日
以上かつ生後12月以上

（生後2月～ 5歳未満）
１回

４種混合
（ポリオ、百日咳、
 ジフテリア、破傷風）

１期初回
生後３～ 12 月

（生後３～ 90 月未満）
３回 20 日～ 56 日までの間に接種 ３種混合、不活化ポリオ

ワクチンのいずれも接種
をしていない方が対象１期追加

１期初回３回終了後、
12 ～ 18 月

（生後３～ 90 月未満）
1 回

・３種混合
（百日咳、ジフテリア、
 破傷風）

・不活化ポリオ

１期初回
生後３～ 12 月

（生後３～ 90 月未満）
各

３回
20 日～ 56 日までの間に接種

４種混合ワクチンを接種
していない方が対象１期追加

１期初回３回終了後、
12 ～ 18 月

（生後３～ 90 月未満）

各
1 回

麻しん風しん
混合（MR）

１期 生後 12 ～ 24 月未満 １回 接種可能な年齢の内、できる
だけ早く接種

２期
小学校就学前の１年
間

１回
予診票は、対象者にお届
けしています。

日本脳炎

１期初回
３歳

（生後６～ 90 月未満）
２回 ６日～ 28 日までの間に接種

１期追加
４歳

（生後６～ 90 月未満）
１回

１期初回２回接種終了後、概
ね１年あける。

２期
９歳

（９歳以上 13 歳未満）
１回

１期追加終了後、おおむね５
年経過してから接種

＜特例＞
◇日本脳炎の特例対象者として、平成７年４月２日～平成 19 年４月１日生の方は、20 歳ま

での間、日本脳炎の接種を定期予防接種として受けられます。ただし、２期接種は、９歳以
上で、１期追加終了後おおむね５年を経過している方が対象です。

◇母子健康手帳・予防接種済証で接種の有無を確認し、未接種で接種を希望される方は、健康
推進係（すこやか～に内）で予診票を発行します。

２種混合
（ジフテリア、破傷風）

２期
小学校６年生

（11 歳～ 13 歳未満）
１回

接種可能な年齢の内、できる
だけ早く接種

予診票は、対象者にお届
けしています。

ヒトパピローマウイルス
感染症（子宮頸がん）

中学1、2年生相当の
女子

3回

2回目は、ワクチンがサーバ
リックスの場合は1か月後、
ガーダシルの場合は2か月後。
3回目は初回から6か月後

３回とも同じワクチンを
接種してください。

※体調不良以外の理由で、ヒブ感染症、４種混合、３種混合、日本脳炎の接種間隔を超える場合は、健康推進係
にご連絡ください。

　平成 25 年度からヒブ感染症、小児肺炎球菌感染症、ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種が定期
接種になりました。
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町政のうごきから

　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているかを町民の皆さんに広く知っていた
だくために財政状況を公表しています。今回は、平成 24 年度予算の平成 25 年３月末現在の予算執
行状況、財産、町債や一時借入金の現在高についてお知らせします。
　なお、今回公表数値は３月末現在の数値で、平成 24 年度決算数値は出納整理期間（４月～５月）
を経て５月末に確定しますので、決算数値とは異なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー問合せー　総務課　財政係　℡ 82-3111

町の財政状況をお知らせします
（平成 25 年 3 月現在）

歳入と歳出の状況 町債、基金などの状況

　平成 24 年度一般会計予算の総額は、110 億
6395 万 6 千円です。
　収入済額は 91 億 7121 万 1 千円。予算額に
対する収入率は 82.9％です。また、支出済額
は 76 億 122 万 9 千円、予算額に対する支出
率は 68.7％です。
　歳入、歳出の科目別の執行状況は、表１、２
のとおりです。

　町債は建設事業などを行うために借り入れたお金
で、一般会計の現在高は 141 億 2550 万円となっ
ています（表３のとおり）。借入先は、銀行などの
金融機関、簡易保険や年金などの政府資金、地方公
共団体金融機構資金です。
　また、一時的な支払資金とする一時借入金は、8
億 1000 万円です（表４のとおり）。
　さらに、資金を積み立てている基金の合計額は
22 億 6680 万円となっています（表５のとおり）。

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
(％）

町　　　税 1,431,102 1,414,095 98.8
地方譲与税 110,900 108,364 97.7
各種交付金 191,700 205,913 107.4
地方交付税 5,039,993 5,305,615 105.3
分担金及び
　　負担金 82,538 68,423 82.9

使用料及び
　　手数料 227,321 212,862 93.6

国庫支出金 1,136,914 500,474 44.0
県  支  出  金 691,350 424,941 61.5
財  産  収  入 11,062 12,933 116.9
繰　入　金 105,019 27,923 26.6
諸　収　入 398,287 332,998 83.6
町　　　債 1,636,546 555,446 33.9
寄　附　金 801 800 99.9
そ　の　他 423 424 100.2
合　　　計 11,063,956 9,171,211 82.9

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

支出率
（％）

議　会　費 108,979 107,268 98.4 
総　務　費 1,206,812 1,024,633 84.9 
民　生　費 2,087,708 1,671,433 80.1 
衛　生　費 1,164,485 921,993 79.2 
労　働　費 19,896 17,395 87.4 

農林水産業費 712,141 459,810 64.6 
商　工　費 348,933 317,262 90.9 
土　木　費 1,315,791 311,394 23.7 
消　防　費 592,751 467,084 78.8 
教　育　費 717,711 664,468 92.6 
災害復旧費 163,684 54,167 33.1 
公　債　費 1,764,760 1,506,522 85.4 
諸  支  出  金 856,866 77,800 9.1 
そ　の　他 3,439 0 0.0 
合　　　計 11,063,956 7,601,229 68.7 

　表２  歳出　表１  歳入
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町政のうごきから

　表５  基金の現在高

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）支出率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,103,553 1,777,652 84.5 1,969,017 93.6
介護保険事業特別会計 1,584,909 1,279,578 80.7 1,443,128 91.1
浜坂地区残土処分場事業特別会計 51,068 57,596 112.8 19,910 39.0
温泉地区残土処分場事業特別会計 27,885 23,638 84.8 14,714 52.8
コミュニティ・プラント事業特別会計 100,910 14,516 14.4 95,034 94.2
簡易水道事業特別会計 81,676 49,206 60.2 37,306 45.7
七釜温泉配湯事業特別会計 9,333 8,981 96.2 3,352 35.9
下水道事業特別会計 1,022,420 210,825 20.6 801,336 78.4
後期高齢者医療特別会計 204,274 133,724 65.5 175,771 86.0

合　　　　　　　計 5,186,028 3,555,716 68.6 4,559,568 87.9

　　 （単位：千円）
財政調整基金 1,362,920
地域振興基金 300,000
ふるさとづくり基金 826
土地開発基金 49,710
減債基金 24,761
ふるさと水と土保全対策基金 2,594
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整運用基金 179,847
国民健康保険直営診療所基金 110
介護保険給付費準備基金 18,822
下タ山公共建設残土処分場事業基金 95,918
十字谷残土処分場整備基金 86,162
七釜温泉配湯事業施設整備基金 41,189
生活排水処理事業基金 75,473
二日市温泉配湯事業施設整備基金 3,697
浜坂簡易水道事業施設整備基金 24,641

合　　　　計 2,266,803

（単位：百万円）
会　　計　　名 町債残高

一般会計 14,125.5
国民健康保険事業特別会計 12.8
介護保険事業特別会計 4.0
コミュニティ・プラント事業特別会計 178.5
下水道事業特別会計 7,332.4
水道事業会計 2,110.4
浜坂病院事業会計 1,083.6

合　　　　計 24,847.2

（単位：千円）
会　　計　　名 借入金残高

公立浜坂病院事業会計 810,000

　（特別会計）

※企業会計３事業（病院事業、水道事業、浜坂温泉配湯事業）
の財政状況は、3 月末が決算となるため、決算公表時に確定
数値として公表します。

　表３  町債の残高

　表４  一時借入金の残高

自動車税の納期限は
5 月 31 日（金）です

　納税はお近くの銀行、農協などの
金融機関、ゆうちょ銀行、郵便局（原
則として近畿２府４県内）、兵庫県指
定のコンビニエンスストア（全国の
店舗）または県税事務所で

― 兵庫県・豊岡県税事務所 ― 

国民健康保険事業の貴重な財源です
納期内に納めましょう

国民健康保険税第 1 期 納期限

５月 31 日（金）
　納税には便利な口座振替制度をご利用ください。　
　口座振替をご利用の方は、残額の確認をお願いします。

税務課　℡ 82-3113
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配
属
先
と
職
場
の
状
況

　

山
元
町
で
は
、
震
災
復
興
に
関
わ
る

部
署
を
一
つ
の
フ
ロ
ア
に
集
中
さ
せ
て

復
興
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
私
は
そ
の

中
に
あ
る
「
震
災
復
興
企
画
課
事
業
計

画
調
整
室
」
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
当
初
、
所
属
の
職
員
は

８
名
、
復
興
に
関
わ
る
職
員
全
体
で
も

30
名
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
全
国
の
自

治
体
か
ら
の
派
遣
職
員
、
県
庁
か
ら
の

任
期
付
職
員
が
配
属
さ
れ
、
私
が
山
元

町
を
離
れ
る
頃
に
は
49
名
の
職
場
と
な

り
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
は
更
に
地
元

　

昨
年
12
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
の
４
か
月
間
、

前
任
者
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
宮
城
県
山
元
町
で
の

復
興
支
援
業
務
を
お
手
伝
い
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
業
務
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

建
設
課 

地
域
整
備
係 

主
査 

高
木
知
宏
（
写
真
右
）

職
員
、
派
遣
職
員
の
増
員
が
あ
り
、
計

60
名
の
大
規
模
な
職
場
と
な
り
、
復
興

整
備
を
今
ま
で
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

復
興
に
携
わ
る
職
員
の
割
合
は
約
３

割
が
地
元
職
員
で
、
残
り
約
７
割
が
全

国
か
ら
の
派
遣
職
員
と
な
っ
て
お
り
、

派
遣
職
員
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
、
地
元
職
員
の
人
員
不
足
を
実
感
し

ま
し
た
。

業
務
に
つ
い
て

　

山
元
町
で
は
、
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
沿
岸
部
の
各
集
落
を
３
つ
の
新
市
街

地
に
集
約
す
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

構
想
」
を
基
に
復
興
を
進
め
て
お
り
、

平
成
24
年
11
月
に
は
、
山
元
町
復
興

整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
ま
た
、「
一

団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施

設
」
と
し
て
、
早
期
に
津
波
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
プ
ラ
ン
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
業
務
は
、
こ
の
プ
ラ

ン
の
事
業
実
施
に
向
け
た
事
業
認
可
取

得
で
し
た
。
「
一
団
地
の
津
波
防
災
拠

点
市
街
地
形
成
施
設
」
は
、
震
災
後
、

新
た
に
制
定
さ
れ
た
法
律
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
事
業
認
可
は
被
災
３
県
で

も
事
例
が
少
な
く
、
宮
城
県
で
は
山
元

町
が
初
め
て
の
事
業
認
可
申
請
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
通
常
２
週
間
程
度
で
認

可
さ
れ
る
も
の
が
関
係
機
関
と
の
調
整

に
時
間
を
要
し
、
約
２
か
月
後
の
認
可

と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
認
可
に
よ
り
、
用
地
取
得
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
、
被
災
さ
れ
た
方
々

が
一
日
も
早
く
平
常
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
早
急
な
事
業
進
展
が
図
れ
、
新

市
街
地
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
出

来
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

結
び
に

　

一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、
山
元
町

は
災
害
公
営
住
宅
の
第
１
期
分
を
３
月

に
完
成
さ
せ
、
被
災
者
の
入
居
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
き
、
防
潮
堤
・

県
道
な
ど
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
復

旧
、
農
地
の
除
塩
や
整
備
、
い
ち
ご
団

地
の
整
備
な
ど
、
急
ピ
ッ
チ
で
復
旧
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
復
興
に
は

相
当
な
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
必

ず
山
元
町
に
復
興
の
様
子
を
見
に
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

４
か
月
と
い
う
短
い
派
遣
期
間
で
し

た
が
、
貴
重
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
、
本
町
で
の
業
務
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
レ
ポ
ー
ト

宮
城
県
亘わ
た

理り

郡
山
元
町
に
職
員
の
長
期
派
遣
を
行

い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
か
ら
４
か
月
間
、
前
任
者
の
業
務
を

引
き
継
ぎ
、
山
元
町
で
復
興
支
援
業
務
に
あ
た
っ

た
職
員
が
町
長
に
帰
庁
報
告
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
１
年
間
、

町政のうごきから
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日
本
海
側
の
本
町
と
太
平
洋
側
の
摂

津
市
は
直
線
距
離
で
約
１
４
０
㎞
離
れ

て
お
り
、
想
定
さ
れ
る
災
害
が
異
な
り

ま
す
。
遠
方
の
自
治
体
と
協
定
を
結
ぶ

こ
と
で
、
災
害
発
生
時
に
、
有
効
な
相

互
応
援
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

摂
津
市
役
所
で
行
わ
れ
た
協
定
の
調

印
式
に
は
、
岡
本
町
長
と
森
山
一
正
摂

津
市
長
が
出
席
し
て
、
協
定
書
に
署
名

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
観
光
面
な
ど
で
交
流
の
あ
っ
た
大
阪
府
摂
津
市
と
４
月

19
日
に
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
の
自
治
体
に
地
震
、
津
波
、
風
水
害
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
、
住
民
生
活
に
多
大
な
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
相
互
に
応
援
を
図
る
体
制

が
整
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
に
あ
た
り
、
岡
本
町
長
は
「
観

光
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
き
た
摂
津
市

と
災
害
に
お
け
る
協
定
を
交
わ
す
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ

る
。
今
後
も
末
長
く
交
流
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
森
山
市
長
と
固
い

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

▼
主
な
協
定
事
項

①
必
要
な
情
報
の
収
集
及
び
提
供

②
食
料
、
飲
料
水
等
の
生
活
必
需
物
資

の
提
供
及
び
斡
旋

③
被
災
者
の
救
出
、
医
療
、
防
疫
及
び

施
設
の
応
急
復
旧
に
必
要
な
機
材
及

び
物
資
の
提
供
及
び
斡
旋

④
災
害
応
急
活
動
に
必
要
な
職
員
等
の

派
遣

⑤
そ
の
他
、
特
に
要
請
が
あ
っ
た
事
項

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１

  

遠
方
の
自
治
体
と
も
連
携
強
化

　

摂
津
市
と
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結

協定を交わした岡本町長（左）と森山市長（右）

  第26回新温泉町麒麟獅子マラソン大会  交通規制のお知らせ
　５月 26 日（日）、「第 26 回新温泉町麒
麟獅子マラソン大会」の開催に伴い、一部
の道路を交通規制します。詳しい規制区間
と時間帯は右の図のとおりです。
　ご迷惑をおかけしますが、皆様のご理解
とご協力をお願いします。
◆と　き　５月 26 日（日）午前９時開会
　　　　　※雨天決行
　　　　　　（３㎞の部は中止の場合あり）
◆スタート　役場本庁舎前

◆ゴール　浜坂北小学校グラウンド
◆参加者　3,000 名
◆その他　交通規制の時間帯にかかる町民バスのＪＲ浜坂駅～浜坂高等学校間は運休します。
◆問合せ　新温泉町麒麟獅子マラソン大会実行委員会事務局（浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター内）℡ 82-4512　

種　目 スタート時間
  3㎞ 午前　9 時 50 分

ハーフ 午 前 10 時 30 分
10㎞ 午 前 10 時 40 分
  5㎞ 午 前 10 時 55 分

交通規制案内図

町政のうごきから
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●
注
意
事
項　

政
治
や
宗
教
、
営
利
を

目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で
き
ま

せ
ん
。

　
　

ま
た
、
質
疑
や
意
見
は
お
受
け
し

ま
す
が
、
苦
情
を
言
う
場
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
人　

町
内
に
居
住
、
勤

務
ま
た
は
通
学
す
る
方
で
、
10
人
以

上
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ

●
開
催
日
時　

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
90

分
以
内

●
会
場　

町
内
の
会
場
に
限
り
ま
す
。

会
場
の
使
用
料
や
準
備
、
講
座
の

運
営
は
申
込
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
費
用　

講
師
（
職
員
）
の
派
遣
は
無

料
●
申
込
方
法　

代
表
の
方
は
、
開
催
希

望
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
役
場
・
企

画
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
開
催
実
績

◇
実
施
講
座
数　
　

45
講
座

◇
延
べ
受
講
者
数　

１
，
６
２
６
人

◇
主
な
利
用
団
体　

地
区
、
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
な
ど

◇
人
気
メ
ニ
ュ
ー　

　

分
け
れ
ば
資
源
！
ご
み
分
別　

23
件

　

介
護
予
防
講
座　
　
　
　
　
　

８
件

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
６
件

講
座
メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

くらし
夢
つ
ば
め
（
新
温
泉
町
民

バ
ス
）
の
利
用
促
進

企
画
課

町
税
の
し
く
み
と
役
割

税
務
課

戸
籍
と
住
民
票
の
は
な
し

町
民
課

水
道
事
業
の
し
く
み

上
下
水
道
課

浜
坂
の
温
泉

上
下
水
道
課

暮
ら
し
と
環
境
を
守
る
下
水
道

上
下
水
道
課

ま
ち
の
子
育
て
支
援

こ
ど
も
教
育
課

防犯・防災・安全
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
に
！

町
民
課

簡
単
に
儲
か
る
話
っ
て
本

当
に
あ
る
の
？

町
民
課

契
約
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

町
民
課

ネ
ッ
ト
と
携
帯
の
落
と
し
穴

町
民
課

防
災
・
防
火
講
座

町
民
課

健康・福祉・医療
健
康
保
険
制
度

健
康
福
祉
課

介
護
保
険
制
度

健
康
福
祉
課

福
祉
制
度

健
康
福
祉
課

健
康
講
座

健
康
福
祉
課

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

健
康
福
祉
課

介
護
予
防
講
座

健
康
福
祉
課

公
立
浜
坂
病
院
の
診
療
体
制

公
立
浜
坂
病
院

公
立
浜
坂
病
院
事
業
の
業
務
内
容

公
立
浜
坂
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
・
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
利
用
案
内

公
立
浜
坂
病
院

病
気
の
話

公
立
浜
坂
病
院

情報・行政経営
情
報
公
開
制
度
の
し
く
み

総
務
課

新
温
泉
町
の
財
政

総
務
課

く
ら
し
の
中
の
選
挙

総
務
課

電
子
自
治
体
に
つ
い
て

総
務
課

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
行
財
政
改
革

総
務
課

人
材
育
成
基
本
方
針

総
務
課

広
報
紙
の
で
き
る
ま
で

企
画
課

公
会
計
の
し
く
み

出
納
室

講
座
メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

人権
人
権
教
育
の
現
状
と
課
題

生
涯
教
育
課

人
権
に
つ
い
て
学
ぼ
う

生
涯
教
育
課

環境
環

境

問

題

と

Ｉ

Ｓ

Ｏ

１
４
０
０
１

総
務
課

分
け
れ
ば
資
源
！
ご
み
分
別

町
民
課

産業・観光
ジ
オ
パ
ー
ク
で
学
ぶ
！
い

な
か
体
験

商
工
観
光
課

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を

楽
し
も
う
！

商
工
観
光
課

町
の
中
小
企
業
助
成
制
度

商
工
観
光
課

農
林
業
の
現
状

農
林
水
産
課

水
産
業
の
現
状

農
林
水
産
課

畜
産
業
の
現
状

農
林
水
産
課

鳥
獣
被
害
対
策

農
林
水
産
課

但
馬
牛
講
座

牧
場
公
園
課

まちづくり
情
報
社
会
と
地
域
の
振
興

企
画
課

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

企
画
課

地
籍
調
査
に
つ
い
て

農
林
水
産
課

道
づ
く
り

建
設
課

道
路
の
果
た
す
役
割

建
設
課

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

建
設
課

ま
ち
の
景
観
形
成

建
設
課

都
市
計
画
と
ま
ち
づ
く
り

建
設
課

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

建
設
課

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
及

び
耐
震
改
修
促
進
事
業

建
設
課

教育・文化
こ
ど
も
教
育
に
つ
い
て

こ
ど
も
教
育
課

教
育
課
程
に
つ
い
て

こ
ど
も
教
育
課

ま
ち
の
文
化
財
を
知
る

生
涯
教
育
課

相
撲
実
技
講
座

生
涯
教
育
課

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
公
民
館
講
座

浜
坂
公
民
館

温
泉
公
民
館

暮
ら
し
の
中
に
図
書
館
を

図
書
館

議会
新
温
泉
町
議
会
の
概
要

議
会
事
務
局

※担当課は、本庁の課を記載していますが、講座の内容によっては温泉総合支所の地域振興課が担当するものもあります。

　

ま
ち
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
住
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
、「
出
前
講
座
」
を
6
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
開
催
す
る
学
習
会
な

ど
に
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
町
が
行
っ
て
い
る
施

策
や
住
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
説
明
す
る
も
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課  
広
報
情
報
係　

℡ 

82
‐
５
６
２
４

　
　
出
前
講
座
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　「
環
境
問
題
」「
介
護
予
防
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座
が
人
気
で
す
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

町道二日市古市線（第 5
工区）道路改良工事 七釜

道路改良工事  延長 142.3m
土工　1 式、
法面工　面積 1,140㎡、
排水構造物工　延長 82m、
仮設工　延長 156m

129,150,000  平成 25 年 3 月 19 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 株本建設工業㈱

（平成 25年 3月 16日～平成 25年 4月 15日契約分）

第
68
回
但
馬
杜
氏
自
醸
酒
研
究
会

　

純
米
酒
と
普
通
酒
の
２
部
門
で
兵
庫
県

知
事
賞
に
選
ば
れ
た
田
中
博
和
さ
ん
は

「
昨
年
の
夏
は
気
温
が
高
く
、
そ
の
影
響

で
米
が
硬
か
っ
た
た
め
給
水
に
心
が
け
た

こ
と
で
、
風
味
の
あ
る
飲
み
や
す
い
お
酒

が
出
来
上
が
っ
た
。
今
日
は
、
そ
の
結
果

が
表
れ
て
感
無
量
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
酒
づ
く
り
を
支
え
る
但
馬
杜
氏
に
よ
る

　

第
68
回
但
馬
杜
氏
自
醸
酒
研
究
会
（
但
馬
杜
氏
組
合
主
催
）
が
、
４
月
25
日
、
26
日
の

２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
醸
造
技
術
の
評
価
と
醸
造
技
能
の
更
な
る
向
上
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
村
岡
体
育
館
（
香
美
町
）
で
開
催
さ
れ
、

出
品
の
あ
っ
た
吟
醸
酒
69
点
、
純
米
酒
58
点
、
普
通
酒
41
点
が
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

26
日
の
褒
賞
授
与
式
で
は
、
審
査
長
の
大
阪
国
税
局
神
谷
昌
宏
鑑
定
官
室
長
か
ら
講
評

が
あ
り
、「
今
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
冬
の
間
、
低
気
温
が
安
定
し
て
続
い
た
こ
と
か
ら
、

香
り
が
高
く
、
味
が
き
れ
い
で
、
し
ま
り
の
あ
る
お
酒
で
あ
っ
た
」
と
出
品
酒
の
出
来
栄

え
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

町
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
。
酒
別
、
受
賞
者
、
醸
造
場
、
銘
柄
の
順
で
記
載
し
て

　

い
ま
す
。）　

【
最
優
等
賞　

兵
庫
県
知
事
賞
】

　

純
米
酒　

田
中
博
和
（
塩
山
）　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱　

八
重
垣
ロ

　

普
通
酒　

田
中
博
和
（
塩
山
）　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱　

八
重
垣
イ

【
最
優
等
賞　

兵
庫
県
議
会
議
長
賞
】

　

吟
醸
酒　

西
垣
昌
弘
（
岸
田
）　

亀
齢
酒
造
㈱　
　
　

亀
齢
ロ

　

普
通
酒　

西
澤
篤
之
（
中
辻
）　

元
帥
酒
造
㈱　
　
　

元
帥
ロ

【
優
等
賞　

兵
庫
県
産
業
労
働
部
長
賞
】

　

吟
醸
酒　

田
中
博
和
（
塩
山
）　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱　

八
重
垣
ロ

　

吟
醸
酒　

三
谷
藤
夫
（
前
）　　

宝
酒
造
㈱
白
壁
蔵　

松
竹
梅

　

普
通
酒　

岡
田
隆
好
（
内
山
）　

日
本
海
酒
造
㈱　
　

環
日
本
海

　

普
通
酒　

中
西　

亨
（
多
子
）　

田
治
米
㈴　
　
　
　

竹
泉

初日に行われた審査会
香りや味の調和などが審査されました
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新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

 

委
員
長
代
理　

坂
本  

守
さ
ん
（
鐘
尾
）

　

坂
本
さ
ん
は
、
平
成
12
年
３
月
か
ら

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、

特
に
平
成
24
年
12
月
16
日
に
執
行
さ
れ

た
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い

て
、
適
正
な
執
行
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
い
、

投
票
率
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
３
月
15
日
に
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会

人
に
若
者
の
公
募
を
実
施
し
、
若
者
の

選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
組
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課　

総
務
係
）

　

℡
82
‐
３
１
１
１

　「但馬浜坂ふるさと塾」（上島元子代表）が、加藤文太郎の生誕地の魅
力を感じてもらいたいと制作していた散策マップ「歩こっ！浜坂三山」
をリニューアルされました。このマップは、主に「歩く」視点で作られ
ており、町民をはじめ来訪者や登山愛好家などに分かりやすいよう、浜
坂地区を中心とした案内地図とともに、千々見山、観音山、城山の三山
周回コースやその距離、所要時間などが紹介されています。
　加藤文太郎記念図書館や山陰海岸ジオパーク館、浜坂先人記念館、ま
ち歩き案内所などに配置し、訪れた方々に活用していただいています。

  

総
務
大
臣
表
彰
　
　
　
　

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

い
観
光
地
に
な
る
は
ず
で
す
。
ご
指
摘

い
た
だ
い
た
植
木
の
中
や
道
路
す
み
の

ゴ
ミ
に
つ
い
て
、
今
一
度
注
意
を
図
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
ゴ
ミ
箱
が
な
く

て
も
き
れ
い
な
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
る

よ
う
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
（
温
泉
総
合
支
所
長　

中
井
喜
一
）

　

湯
村
温
泉
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
は
、

１
日
２
回
の
ト
イ
レ
清
掃
に
合
わ
せ

て
、
広
場
の
清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ゴ
ミ
拾

い
や
草
取
り
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
件
で
す
が
、
ゴ

ミ
箱
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て

ゴ
ミ
箱
周
辺
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
見
た

目
も
汚
く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

誰
も
が
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
ゴ
ミ
の
な

湯
村
温
泉
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に

ゴ
ミ
箱
の
設
置
を

　

観
光
地
の
湯
村
温
泉
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
（
湯
地
区
）
に
ゴ
ミ
箱
を
置

い
て
は
ど
う
か
。
ゴ
ミ
箱
が
な
い
た

め
、
植
木
の
中
や
道
路
の
す
み
に
ゴ

ミ
が
落
ち
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
ト
イ
レ
を
清
掃
す
る
方

に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
な
い
か
。　
　
　
（
10
代　

女
性
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に

そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹

介
し
ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き

年
２
回
ま
で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個

別
に
お
答
え
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）、
３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答

え
し
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文

章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

湯村温泉ポケットパーク

但馬浜坂ふるさと塾から散策マップ「歩こっ！浜坂三山」の改訂版を寄贈いただきました
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

▼
募
集
作
品

【
ポ
ス
タ
ー
】

　

①
用
紙　

四
つ
切
り
画
用
紙

　
　
　
　
（
縦
・
横
の
使
い
方
は
自
由
）

　

②
着
色
具　

自
由

　

③
文
字　

入
れ
て
も
入
れ
な
く
て
も

自
由

【
標
語
】

　

①
用
紙　

任
意
様
式

　

②
記
載
方
法　

通
常
使
用
す
る
文

字
・
記
号
な
ど
で
記
載

▼
テ
ー
マ

・
身
近
な
生
活
の
中
か
ら
、
人
権
尊

重
の
生
き
方
を
考
え
る
。

・
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
差
別

に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し
、
そ
の

解
消
の
方
途
を
考
え
る
。

・
共
に
生
き
る
明
る
い
社
会
の
あ
り

方
を
考
え
る
。

▼
応
募
方
法

○
認
定
こ
ど
も
園
等
の
園
児
、
小
中

高
等
学
校
児
童
・
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方

　

所
属
す
る
園
、
学
校
に
提
出

○
町
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
方

　

任
意
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
生
涯
教
育
課
へ

の
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出

※
各
部
門
１
人
１
点
、
自
作
・
未
投
稿
・

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
締
切

　

６
月
26
日
（
水
）

▼
選
考
及
び
表
彰
等

・
入
賞
作
品
と
し
て
優
秀
賞
と
入
選
を

選
考
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
の
う
ち
、
優
秀
賞
は
８
月

10
日
（
土
）
に
開
催
す
る
「
新
温
泉

町
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
開
会

行
事
で
表
彰
し
、
記
念
品
を
進
呈
し

ま
す
。
な
お
、
入
選
は
表
彰
状
の
発

送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
入
賞
作
品
は
、

各
所
に
展
示
す
る
ほ
か
、
印
刷
物
な

ど
に
よ
り
広
く
町
民
啓
発
に
活
用
し

ま
す
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課

　

℡ 

82
‐
５
６
２
９

　

新
温
泉
町
で
は
、
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差
別
の
な
い
共
に
生
き
る

明
る
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
８
月
を
推
進
強
調
月
間
、
12
月
４
日
～
10
日
を

推
進
強
調
週
間
と
し
て
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
差
別
解
消
へ
の
意
欲

を
培
う
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

― 

大
切
に
し
た
い
一
人
ひ
と
り
の
人
権 

―

「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

【平成 24 年度優秀作品】

＜ 標語の部 ＞

＜ ポスターの部 ＞
◀
浜
坂
高
等
学
校
２
年

　
　

鎌
田　

綾 

さ
ん

※
学
年
等
は
受
賞
当
時

◀
温
泉
小
学
校
６
年

　
　

阪
本 

こ
な
み 

さ
ん

　自分と家族と友達と
　　　　　　  みんな私の  宝物
　　浜坂南小学校６年  西村 優花 さん

　思いやりは  心の扉  開ける鍵
　　浜坂中学校 ３年  山基 真佑 さん
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

 
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
請
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度 

に
つ
い
て

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除

制
度
」
と
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
）
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

す
る
方

①
前
年
所
得
が
少
な
い
方

②
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
、
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止

の
あ
っ
た
方

③
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

⑤
特
定
障
が
い
者
に
対
す
る
特
別
障
害

給
付
金
を
受
け
て
い
る
方

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険
料
の

納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

　

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
な
い
場

合
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
は
入
り
ま
す
が
、
受
給
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
対
象

　

30
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
（
配
偶

者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）
が
、
申
請

免
除
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方■

申
請
に
必
要
な
も
の

　

次
の
も
の
を
準
備
し
て
、
役
場
町
民

課
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
）

❷
印
鑑

❸
失
業
等
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、「
離
職

票
」、「
退
職
辞
令
」
な
ど
の
写
し

❹
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
う
ち
、

平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
が
い
る

場
合
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場

で
交
付
さ
れ
る
そ
の
方
の
平
成
23
年

中
の
所
得
状
況
に
つ
い
て
の
証
明
書

※
平
成
25
年
７
月
分
か
ら
平
成
26
年
６

月
分
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
今

年
７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

（
昨
年
７
月
分
か
ら
今
年
６
月
分
ま

◇
対
象

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
全
員

が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当

免除の種類と将来の年金受給額
種類 年金受給額

全額免除 全額納めたときの２分の１で計算

４分の３免除 全額納めたときの８分の５で計算

半額免除 全額納めたときの８分の６で計算

４分の１免除 全額納めたときの８分の７で計算

※全額免除以外は、保険料を納付しなければ未納扱いと
なります。
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広報しんおんせん（5月号）

　白馬遊歩道では今年も黒紫色の花をつけたウラ
シマソウ（浦島草）が、あちこちで長い糸を垂ら
しています。ウラシマソウはマムシグサやカラス
ビシャクの仲間で、仏

ぶつ

炎
えん

苞
ほう

と呼ばれる袋の中に花
をつけます。受粉は虫媒に頼るそうですが、その
ための巧妙な仕組みには大変驚かされました。
　葉は地下の扁平な球根から立ちあげた 30 ～ 50
㎝の柄

え

（偽
ぎ

茎
けい

）の先に１枚をつけ、小さいもので
は３～５枚、成長株では 11 ～ 15 枚の鳥足状複
葉に分裂しています。花は葉よりも低く、短い花
茎の先に径 10㎝前後の花（仏炎苞）を一つ付け
ます。花は仏炎苞の中の肉

にく

穂
すい

花
か

序
じょ

と呼ばれる筒部
に、未熟な株では雄しべ、成長株では雌しべをつ
けます。
　受粉を助けるのはキノコバエの仲間で、花の匂
いに誘われて袋に入ったハエは雄しべの花粉を浴
びたあと、袋の下部の穴から脱出しますが、次に
雌花の仏炎苞に入って蜜を吸ったあと、脱出しよ
うとしても、雌花の袋には脱出する穴はありませ
ん。うろうろする間に媒介の役目を果たした虫は、
ウラシマソウの栄養分となって終わります。
　受粉後、ウラシマソウは液果をふくらませてト
ウモロコシのような姿になり、秋には赤く熟しま
す。秋の山によく目立ちますが、有毒なのでご注
意を。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

（
サ
ト
イ
モ
科
）

 野草散歩（29)

で
の
申
請
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

を
前
年
度
に
承
認
済
の
方
で
、
継
続

審
査
を
希
望
さ
れ
て
い
る
場
合
、
平

成
25
年
７
月
以
降
に
平
成
25
年
度
分

の
審
査
結
果
を
送
付
し
ま
す
。

―
問
合
せ
―　

▪
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

▪
役
場
町
民
課　

戸
籍
年
金
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１

「納付」「免除・納付猶予」「未納」の違い
障害基礎年金
遺族基礎年金 老齢基礎年金

受給資格期間 受給資
格期間

年金額
の計算

納付 ○ ○ ○

全額免除 ○ ○

△

一部納付 ○ ○

若年者猶予
学生納付特例 ○ ○ ×

未納 × × ×

　○：入ります、×：入りません
△：免除の区分に応じて、２分の１から８分

の７が算入されます。
注）一部免除は、一部納付保険料を納付る必

要があります。

免除区分ごとの保険料（月額）
区分 保険料

全額免除・若年者納付猶予 0 円

４分の３免除 3,760 円
半額免除 7,520 円

４分の１免除 11,280 円

定　  額 15,040 円
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加藤文太郎
記念図書館

「５月のおすすめの本」
ご案内

慈雨の人
江宮隆之 著／河出書房新社

　韓国で千人以上の孤児を育てた日本人
がいた。貧しい生活に苦しみ、心ない中
傷をあびながらも、無償の愛を捧げて「慈
しみの雨」のように生きた夫婦の波乱万丈
の生涯は、国を超えて『人としてどう生き
るか』を教えてくれる。実話をもとにした
感動の物語。

美しい人をつくる「所作」の基本
　枡野俊明 著／幻冬舎

　毎日の暮らしの中で無意識にしている
「しぐさ」や「立ち振る舞い」はすべてその
人の心の表れです。わかりやすく「禅」の
教えを日常生活の中で簡単に実践できる
方法を紹介。意識を少し変えるだけで美
しい所作を身につけて、心も体も生き方
も美しくなりましょう。

但馬竹田城の幻影
　いかるが幹 著／日本写真企画

　「日本のマチュピチュ」と呼ばれ大人気
の和田山の竹田城。その天空に浮かぶ美
しい姿は永久のロマンを感じさせてくれ
る。和田山在住の住職である著者が、身
近で愛してやまない竹田城の春夏秋冬の
魅力を後世に残すため、心をこめてシャッ
ターを切った写真集。

がんばれゆうくん一年生
西本鶏介 著／すずき出版

　ゆうくんは新一年生。お母さんにおこ
されなくても自分で起きて学校に行く準
備もばっちりできる。ボール投げも逆上
がりもおぼえて、なんだって出来るゆう
くんだけど実は悩みがあって…。一年生
のわくわくどきどきを楽しく描いたおは
なし。

ひまわりと子犬の７日間
坂田智昭 写真・高山リョウ 文／集英社

　可愛がられて幸せに暮らしていた犬は、
飼い主の死をきっかけに突然ひとりぼっ
ちになってしまう。それからの多難な日々
で犬は人間を信じられなくなり、やがて
捕獲され処分の日が近づくが…。命の尊
さと犬と人間の絆の奇跡を描き、映画化
された感動の物語。

  おはなし会　　　　　　　  
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
◆５月25日（土）　午後2時～
 　『はっぱのおうち』 他

◆６月８日（土）　午後2時～
 　『あめたろう』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】

月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（5月号） 16

６月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

は休館日

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
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山
か
ら
運
ば
れ
た
砂
礫
の
う
ち
、
砂

は
海
岸
に
柔
ら
か
く
て
温
か
い
大
地
の

懐
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
地
形
を
つ
く
り

だ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
砂
も
ひ
と
た
び
強
風
が
吹
く
と

生
き
物
を
寄
せ
つ
け
な
い
よ
う
な
す
さ

ま
じ
い
砂
嵐
と
な
り
ま
す
。
砂
漠
地
帯

で
は
砂
が
大
地
を
削
り
、
景
色
を
一
変

さ
せ
ま
す
。
累
々
と
堆
積
し
た
砂
山
は

果
て
し
な
く
続
き
ま
す
。
鳥
取
砂
丘
な

ど
で
は
、
風
で
飛
ん
だ
砂
が
風
紋
と
い

わ
れ
る
美
し
い
模
様
を
見
せ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
風
の
強
さ
や
湿
気
な
ど

の
条
件
で
砂
が
飛
ぶ
の
か
、
動
く
砂
の

大
き
さ
と
風
の
関
係
は
、
砂
場
の
傾
き

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
動
く
の
か
、
風

紋
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
か
な

ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
「
風
洞
実
験
装

置
」
で
人
工
的
に
自
然
の
営
み
を
つ
く

り
だ
し
、
風
と
砂
の
関
係
を
観
察
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

砂
浜
の
飛
砂
と
風
洞
実
験
装
置

H25（2013）.5.9

広報しんおんせん（5月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 36

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
１
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

５
月
の
消
費
者
月
間
は
、
消
費
者
と

事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
消
費

者
問
題
の
啓
発
等
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

町
で
も
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

出
前
講
座
や
告
知
放
送
、
啓
発
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
年
の
テ
ー
マ

　

学
ぶ
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

　
　

～
自
立
し
た
消
費
者
に
向
け
て
～

▼
昨
年
の
相
談
状
況

　

昨
年
度
は
、
１
３
９
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
件
数
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

▼
こ
ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
無
料
サ
イ
ト
を

見
て
い
た
は
ず
が
登
録
料
を
請
求
さ
れ

た
。
◇
通
販
サ
イ
ト
で
商
品
を
購
入
し

た
が
届
か
な
い
。
◇
未
公
開
株
を
手
数

料
を
支
払
う
の
で
代
わ
り
に
購
入
す
る

よ
う
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
◇
健
康
食
品

を
代
引
き
で
送
る
と
電
話
が
か
か
る
が

注
文
し
た
覚
え
が
な
い
。
◇
消
費
者
金

融
か
ら
催
促
の
電
話
が
あ
る
が
返
済
す

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

休
日
・
夜
間
相
談
や
出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

る
お
金
が
な
い
。
な
ど

※
相
談
や
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
業
者
へ
の
指
導
や
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
休
日
・
夜
間
相
談
を
行
い
ま
す

　

平
日
や
日
中
に
相
談
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
休
日
や
夜
間
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。（
要
予
約
）

◇
夜
間
相
談

　

５
月
14
日
（
火
）
午
後
６
時
～
９
時

◇
休
日
相
談

　

５
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ネ
ル
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す

◇
と
き　

５
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
、

町
民
セ
ン
タ
ー

風洞実験装置風速計で計測
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公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

H25（2013）.5.9

まちの求人案内

－問合せ－
　　  ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
　　  ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
　　  ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
　　  サンシーホール浜坂　 ℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 25 年４月 23 日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）
㈱コメリ 農業アドバイザー 不問 170 ～ 200

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 営業 不問 190 ～ 300
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 127
㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250 ～ 400

山陰道路㈱ 建築施工管理 不問 180 ～ 220
土木技術者 64以下 176

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
㈱たじみや 事務職 45以下 200 ～ 400

株本建設工業㈱ 土木技術者 59以下 165 ～ 308
建築技術者 40以下 165 ～ 273

㈲アートライフ タニタ 販売配送員 不問 170 ～ 210
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 45以下 160 ～ 250
山陰造園土木㈱ 作業員 35以下 150 ～ 250
乙野運送㈱ 運転手 不問 155 ～ 288
森下板金店 建築板金工 35以下 161 ～ 345
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 160 ～ 260
㈱田中建設 土木作業員 不問 176 ～ 220
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154 ～ 330
㈲ダイワ自動車 営業 40以下 150 ～ 200
㈱ハマサカ建設コンサルタント 現場技術者 不問 300 ～ 400
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200
㈲ラッキー美容院 美容アシスタント 不問 140 ～ 250
日興建設㈱ 土木技術者 40以下 165 ～ 273
㈱ヤマグチ 配管施工管理 不問 160 ～ 250
㈱大上建設 作業員 59以下 176 ～ 198

（温泉地域）

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169 ～ 289
事務職 64以下 129 ～ 146

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
営業係 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184
事務員 35以下 149 ～ 167

立道建設㈱ 土木作業員 59以下 192 ～ 238
ケービックス㈱ 業務リーダー 不問 170 ～ 230
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 45以下 135 ～ 170
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 157 ～ 177
看護師 不問 152 ～ 245

㈱西沢製作所 溶接工 不問 129 ～ 140

㈱寿荘
フロント 59以下 150 ～ 200
事務職 59以下 132 ～ 150
客室係 不問 198 ～ 242

㈱光商会 スタンド業務 不問 140 ～ 200

井上自動車整備㈱ 自動車整備士 35以下 130 ～ 170
自動車鈑金工 35以下 130 ～ 170

㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工販売 不問 150 ～ 380
居酒屋  〇が家 調理補助 40以下 163 ～ 182
㈱荒湯観光センター 販売員 不問 129 ～ 138
㈱みさき 営業 28以下 186 ～ 215

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 750 ～ 1,000

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 販売補助 不問 800 ～ 950

㈱マルワ渡辺水産
レジ係 不問 950 ～ 1,000
レジ係 不問 750 ～ 850
配達業務 不問 900 ～ 1,000

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500

㈱トヨダ
販売員 不問 749 ～ 799
販売員 18 以上 749 ～ 1,049
惣菜担当 不問 749 ～ 799

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750 ～ 780

㈱マル海渡辺水産

販売員 不問 750 ～ 1,000
販売員 不問 1,000
フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ 不問 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000
事務員 不問 800 ～ 1,000

ゴダイ㈱ 販売員 不問 750
㈱川嶋建設 事務員 不問 750 ～ 850
㈱白バラドライ 包装分類配送 不問 900 ～ 950
㈱北兵庫 運転手 不問 750

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 18 以上 800 ～ 900
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋
料飲係 不問 950
朝食係 不問 900 ～ 950
施設係 不問 850

湯快リゾート㈱ ナイトフロント 不問 800 ～ 1,000
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,125

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 910

ひょうたん 接客業務 不問 750 ～ 900
㈱但馬寿 菓子製造 不問 900
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000
居酒屋  〇が家 接客業務 40 以下 850 ～ 950
㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工販売 不問 800 ～ 850
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▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

　
　

今
回
の
申
請
農
地
周
辺
の
農
地
利

用
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と

⑤
農
業
生
産
法
人
要
件

　
　

法
人
の
場
合
は
農
業
生
産
法
人
の

要
件
を
満
た
す
こ
と

※
下
限
面
積
要
件
と
は

　
　

経
営
面
積
が
小
さ
い
と
生
産
性
が

低
く
農
業
経
営
が
効
率
的
・
安
定
的

に
行
わ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

一
定
面
積
以

上
に
な
ら
な

い
と
許
可
で

き
な
い
と
す

る
も
の
で
、

本
町
の
場
合

30
㌃
と
定
め

ら
れ
て
い
ま

す
。

農
地
法
第
３
条
の　
　

　
　
　

主
な
許
可
基
準

　

次
の
①
～
⑤
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
効
率
利
用
要
件

　
　

今
回
の
申
請
農
地
を
含
め
、
所
有

し
て
い
る
農
地
ま
た
は
借
り
て
い
る

農
地
の
全
て
を
効
率
的
に
耕
作
す
る

こ
と

②
農
作
業
従
事
要
件

　
　

申
請
者
ま
た
は
世
帯
員
等
が
農
作

業
に
従
事
す
る
こ
と

③
下
限
面
積
要
件

　
　

今
回
の
申
請
農
地
を
含
め
耕
作
す

る
農
地
内
の
合
計
面
積
が
30
㌃（
３
，

０
０
０
㎡
）
以
上
で
あ
る
こ
と

④
地
域
調
和
要
件

　

今
回
以
降
随
時
、農
地
法
の
手
続
の
ポ
イ
ン
ト
を
３
回
に
分
け
て
解
説
し
ま
す
。

今
回
は
農
地
法
第
３
条
の
「
権
利
移
動
」
関
係
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
温
泉
町
内
の
農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸
借
等
に
は
新
温
泉
町
農
業
委
員
会
の

農
地
法
第
３
条
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に

つ
い
て
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

農
地
法
第
３
条　
　
　

　
　

許
可
事
務
の
流
れ

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
流
れ
で
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。①

申
請
受
付

　
（
毎
月
10
日
締
切
。
休
日
の
場

合
は
翌
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

◀

②
書
類
等
の
確
認
・
審
査

　
　
　
　
　
　

◀

③
担
当
の
農
業
委
員
に
よ
る
現
地

調
査
（
毎
月
24
日
頃
）

　
　
　
　
　
　

◀

④
農
業
委
員
会
で
審
議

　
（
毎
月
25
日
頃
）

　
　
　
　
　
　

◀

⑤
審
議
後
、
許
可
の
場
合
は
許
可

書
を
交
付

※
４
条
、
５
条
申
請
や
各
種
届
等
の
流

れ
も
同
じ
日
程
で
す
。

※
相
続
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場

合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
農
林
水
産
課
内
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に　
　
　

　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
活
動
期
に

入
り
、
人
と
ク
マ
が
森
林
や
そ
の
周
辺

で
遭
遇
す
る
可
能
性
の
高
い
時
期
に
な

り
ま
し
た
。ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
山
や
森
林
近
く
に
行
く
と
き
は

　
　

音
の
出
る
も
の
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

山
菜
採
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、山
仕
事
、

農
作
業
な
ど
で
森
林
や
森
林
付
近
の
農

地
に
出
か
け
る
と
き
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
音
の
出
る
も
の
を
必
ず
持
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
夕
方
か
ら
早
朝
の
外
出
は　
　
　
　

　

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

特
に
、
ク
マ
は
夕
暮
れ

か
ら
朝
方
に
出
没
す
る
こ

と
が
多
く
注
意
が
必
要
で

す
。

◎
目
撃
情
報
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

ク
マ
を
目
撃
し
た
り
痕
跡
を
確
認
し

た
場
合
は
、
役
場
ま
た
は
温
泉
総
合
支

所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
情
報
収
集

が
、早
期
対
応
へ
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。

◆
連
絡
先

▪
農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

▪
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

農
地
を
売
買
・
贈
与
・
貸
借
し
た
い
方
へ

　
農
地
法
手
続
ポ
イ
ン
ト
解
説 

①
「
第
３
条
＝
権
利
移
動
」



20

　４月 14 日、浜坂と諸寄の間に位置する千々見山で、
春の植物などを観察する「千々見山ハイキング」が行わ
れました。但馬浜坂ふるさと塾などが主催し、毎年この
時期に開催しているもので、14 回目の開催となる今年
は 44 人が参加しました。
　参加者らは自然観察講師の中澤博子さんの解説を聞き
ながら春の植物を観察したり、これまでに植樹したサク
ラなどの成長を確認ながら、日本海の大パノラマを望む
ことができる山頂（262.9m）を目指しました。

新たな交流のスタート  高齢者大学入園式・開講式

春の植物を観察　千々見山ハイキング

　４月に、町内在住の 60 歳以上の方を対象にした町立
高齢者大学の２学園で平成 25 年度入園式・開講式が行
われ、343 人が新たな学園生活をスタートさせました。
　18 日には、浜坂多目的集会施設で宇都野学園が開講。
同学園の学生組織の岡島康治自治会長は、新入園生 10
人を含む在園生 148 人に向けて「開講式は新しい友と
の出会いや交流のスタート。生きがいとやりがいを満喫
できるよう助け合って学園生活を送りましょう」と呼び
かけました。

　４月 15 日、春の全国交通安全運動の最終日に、誰も
が安心して利用できる道路交通環境づくりを目的に、道
路や交通施設の点検を浜坂地区で行いました。点検には、
美方警察署や県と町の関係職員のほか、浜坂高等学校の
生徒や浜坂北小学校の児童など 18 人が参加。芦屋踏切
北交差点からＪＲ浜坂駅まで約 600 ｍの県道を実際に
歩いて、危険個所や道路施設の不良個所などを点検しま
した。歩道の穴の修繕や側溝蓋の設置などの要望や、踏
切の歩行者通行帯の明確化などの提案がなされました。

子どもや高齢者の視点で交通安全を点検

広報しんおんせん（5月号）

　例年、４月の中・下旬に見ごろを迎える県指定天然記
念物の「泰雲寺しだれ桜」（竹田地区）。今年は３月下旬
に開花が始まり、４月の第１週には満開。今年も見事な
花を咲かせ、多くの見物客の目を楽しませました。
　また、４月１日、昨年より約１か月早く上山高原に続
く町道の除雪作業が行われました。ハイキングシーズン
に向けた準備のために行われているもので、ロータリー
除雪車が勢いよく雪を飛ばして雪のアーチを描き、約
1.6 ｍの雪の壁を作りながら除雪作業を行いました。

例年より早い春の訪れ

H25（2013）.5.9
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千谷麒麟獅子舞

　但馬牧場公園のオープニングイベントとして恒例の
「春の装いフェア」が 4 月 21 日に開催されました。こ
の日はあいにくの雨模様でしたが、午後行われた「ウサ
ギレース」では天候も回復し、芝生広場の特設コースは
子ども連れの家族で賑わいました。
　レースではゴール手前で止まるウサギや、コースを逆
走したり追いかけっこをはじめるウサギもあり、予想も
つかない愉快なレースに子ども達の大きな声援が、新緑
の山々に響いていました。

予想のつかないウサギレース　春の装いフェア

まちの話題
すけっちしんおんせ

ん
すけっちしんおんせ

ん

広報しんおんせん（5月号）

町民音頭　踊り講習会

　４月 21 日、千谷地区の秋葉神社で、春の例祭にあわ
せて、町民俗文化財に指定されている「千谷麒麟獅子舞」
が奉納されました。千谷麒麟獅子舞は、江戸時代の終わ
り頃に同地区のほとんどが焼ける大火に見舞われ、秋葉
神社に火の神として麒麟獅子を奉納したことから始まっ
たとされています。
　この日は降りしきる雨の中、赤い面をかぶった猩

しょう

猩
じょう

や
子どもたちの引く榊が各戸を訪ね、庭先では五穀豊穣と
家内安全を祈る麒麟獅子舞が披露されました。

　子どもたちにホタルイカを味わってもらいたいと、４
月 23 日、町内の小中学校８校の給食で「ホタルイカの
かき揚げ」が振る舞われました。使用されたホタルイカ
約 50 キロは、浜坂町漁業協同組合の船主組織「浜坂町
機船底びき網漁業協会」から提供いただいたものです。
　浜坂西小学校の１年生教室では、配膳されるホタルイ
カが待ちきれない様子。中村吏

り

玖
く

くんと桶本ほのかちゃ
んは「ホタルイカが好きで楽しみにしていた。とっても
おいしかった」と声をそろえ、笑顔で話していました。

学校給食でホタルイカのかき揚げを味わう

　新温泉町民音頭とその踊りの普及を目的に、４月 25
日、26 日の２日間、町文化協会所属の音羽菊康会（代
表 藤本康子さん）のメンバーを講師に町民音頭の踊り
講習会を開催しました。
　25 日は浜坂多目的集会施設で行い、約 80 名が参加。
まちの情緒を表した振り付けの意味の説明を受けた後、
音頭に合わせて踊りの練習を行いました。参加者は、「振
り付けの意味が分かって踊りやすかった。地域でも広め
ていきたい」と話していました。
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ご
案
内

広報しんおんせん（5月号）

お
知
ら
せ

但
馬
空
の
自
然
教
室

　

セ
ス
ナ
体
験
飛
行
な
ど
空
港
や
飛
行

機
と
親
し
め
る
楽
し
い
空
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
（
セ
ス
ナ
体

験
飛
行
の
受
付
は
午
前
9
時
～
）

▼
と
こ
ろ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

▼
内
容　

セ
ス
ナ
体
験
飛
行
、
航
空
教

室
、
空
港
施
設
見
学
、
紙
飛
行
機
教

室
な
ど
（
予
定
）

▼
参
加
費　

無
料

　
（
セ
ス
ナ
体
験
飛
行
は
有
料
：
お
一

人
２
，
０
０
０
円
）

▼
駐
車
場　

無
料

▼
問
合
せ　

但
馬
空
港
推
進
協
議
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

　

巨
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
、
地
元
但
馬

の
特
産
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
な
ど
催
し

が
い
っ
ぱ
い
の
但
馬
ド
ー
ム
の
お
祭
り

で
す
。

▼
と
き　

５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

春
来
椿
山
公
園
ま
つ
り

▼
と
き　

５
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

春
来
椿
山
公
園

　

※
雨
天
の
場
合
、
旧
春
来
小
体
育
館

▼
内
容　

春
来
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
踊

り
・
三
味
線
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

そ
ば
の
早
食
い
競
争
、手
打
ち
そ
ば
・

栃
餅
な
ど
の
販
売
、
お
楽
し
み
プ
レ

ゼ
ン
ト
餅
ま
き　

な
ど

▼
問
合
せ

　

春
来
椿
山
公
園
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
委
員
長　

田
中
彰
）

　

℡
92
‐
０
６
７
９

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

　

麻
酔
科
外
来
の
再
診
の
方
に
「
予
約

制
診
察
日
」
を
設
け
ま
し
た
。（
予
約

の
な
い
方
も
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
が

受
診
で
き
ま
す
。）

▼
麻
酔
科
外
来
診
察
日

▼
受
付
時
間

◇
午
前
８
時
～
11
時
30
分

◇
午
後
１
時
～
３
時

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

５
月
17
日
（
金
）

◇
㈱
た
じ
み
や

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

◇
浜
坂
町
漁
業
協
同
組
合

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
69

歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
～

64
歳
の
間
に
献
血
を
し
た
方
）

▼
持
ち
物　

身
分
証
明
書
（
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）、献
血
手
帳
（
お

持
ち
の
方
の
み
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課  

健
康
推
進
係

　
（
す
こ
や
か
～
に
内
）
℡
99
‐
２
９
４
０

午前 午後
月
曜
日

予約制 通常の診察

水
曜
日

通常の診察 予約制

木
曜
日

予約制

家
庭
用
品
修
理
会

　

愛
着
の
あ
る
家
庭
用
品
は
捨
て
ず
に

長
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
受
取
り　

５
月
30
日
（
木
）　

　

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

▼
仕
上
が
り　

６
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

役
場
正
面
玄
関
前

▼
料
金　

包
丁
類　
　

３
５
０
円
～

　
　
　
　

は
さ
み
類　

２
５
０
円
～

　
　
　
　

洋
が
さ　
　

２
５
０
円
～

▼
問
合
せ　

浜
坂
地
域
く
ら
し
の
会
事

務
局
（
町
民
課　

環
境
防
災
係
）

　

℡
82
‐
５
６
２
１
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ひとり暮らしの高齢者の住宅

建築職人がボランティアで修理します
　建てつけの悪い建具の修理、棚や手すりの設置
などの要望にお応えします。
◆実 施 日　６月 16 日（日）午前中
◆対 象 者　町内のひとり暮らしの高齢者
　　　　　　※概ね 70 歳以上
◆実施定数　浜坂・温泉各地域３件（計６件）
　　　　　　※申込多数の場合は内容等を検討の
　　　　　　　うえ決定
◆修 繕 費　材料費のみ自己負担
◆申 込 み　町社会福祉協議会ま
　　　　　　たは地区の民生委員
　　　　　　に申込みください。
◆申込締切　５月 27 日（月）
◆実施主体　東播建設労働組合但馬支部
　　　　　　　浜坂分会・温泉分会

－問合せ－　新温泉町社会福祉協議会
温泉支部　℡ 92-1866、浜坂支部　℡ 82-1071

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

扇
ノ
山
新
緑
登
山

　

登
山
道
は
３
㎞
の
ブ
ナ
林
が
続
い
て

い
ま
す
。
６
月
は
ブ
ナ
の
芽
吹
き
が
美

し
く
、
山
野
草
な
ど
の
花
々
が
や
さ
し

く
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。（
小
雨
決
行
）

▼
と
き　

６
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
９
時
～
午
後
４
時

▼
集
合　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具

▼
参
加
費　

大
人　
　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
１
，
０
０
０
円

▼
対
象　

小
学
生
３
年
生
以
上

　
　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　

先
着
50
人

霧
ヶ
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

渓
谷
で
は
、
岩
魚
を
狙
う
ヤ
マ
セ
ミ

が
樹
上
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
な
る
感
動
を
も
と
め
て

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
集
合　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
長
靴

▼
参
加
費　

大
人　
　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　
　

８
０
０
円

▼
対
象　

小
学
生
３
年
生
以
上

　
　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
そ
の
他　

小
雨
決
行
。
雨
量
の
多
い

場
合
は
コ
ー
ス
を
変
更

※
い
ず
れ
も
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

１
１
０
㎞
ウ
ォ
ー
ク
認
定
イ
ベ
ン
ト

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

夢
ホ
ー
ル
の
舞
台
を
支
え
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
16
日（
木
）、21
日（
火
）、

23
日
（
木
）
24
日
（
金
）【
全
４
回
】

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
内
容　

舞
台
、
音
響
、
照
明
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
講
座
な
ど

▼
講
師　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
応
募
資
格　

高
校
生
以
上

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

５
月
15
日
（
水
）

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

募　

集

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

　
　
　
　
　

助
成
団
体
事
業

美
し
い
但
馬
づ
く
り
支
援
事
業

▼
対
象
団
体　

但
馬
地
域
内
で
清
掃
活

動
、
環
境
保
全
・
創
造
活
動
を
行
い
、

５
名
以
上
の
清
掃
従
事
者
か
会
員
が

い
る
団
体

▼
対
象
事
業
・
助
成
金
額

◇
清
掃
活
動

　

指
定
ご
み
袋
購
入
経
費
の
実
費

◇
環
境
保
全
・
創
造
活
動

　

３
万
円
以
内

▼
事
業
期
間

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
事
業

但
馬
人
材（
講
師
）派
遣
支
援
事
業

▼
対
象
団
体　
「
あ
し
た
の
ふ
る
さ
と
・

但
馬
づ
く
り
」
に
資
す
る
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体

▼
対
象
事
業　

協
会
の
人
材
バ
ン
ク
登

録
の
講
師
を
活
用
す
る
、
概
ね
10
人

以
上
の
研
修
会
等
（
県
や
町
等
か
ら

助
成
を
受
け
て
い
な
い
事
業
）

▼
助
成
金
額　

講
師
謝
金
１
万
円
以
内

※
い
ず
れ
も
実
施
日
の
１
月
前
に
申
請

―
問
合
せ
―

　
（
公
財
）但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７
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　近年、結核が増加傾向にあり、本町でも高齢者の発症がみられます。早期発見・早期治療のため、年に一
度は検診を受けましょう。
　今年は、地区巡回検診を 5 月と総合健診後（6 月、7 月）に行います。ご都合の良い場所で受診してください。
※町ぐるみ健診、職場健診、病院等で肺ガン検診を受けられる方は受診する必要はありません。
　◇検診対象者　　20 歳以上の方（職場や病院で検診を受ける方、妊娠中の方は含みません。）
　◇受 診 料　　無料
　◇内　　　容　　問診、胸部レントゲン
　◇注 意 事 項　　受診の際には胸・背中にボタンやホック等のないものを着用ください。
　◇結 果 通 知　　４～６週間後に受診者全員にお知らせします。

－問合せ―　健康福祉課　健康推進係（すこやか～に内）　℡ 99-2940

平成 25 年度　地区巡回肺がん・結核検診

月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

５月２９日
（水）

１３：００～１３：３５ 居組コミュニティセンター　 居組
１３：４５～１３：５５ 釜屋公会堂 釜屋
１４：０５～１４：１５ 漁協諸寄支所前（諸寄）

諸寄１４：２５～１４：４５ 野田橋詰（諸寄・奥町）
１５：００～１５：１０ 諸寄郵便局前（吉田町）
１５：２０～１５：３０ 浜坂体育センター（浜坂・宇都野町）　 浜坂
１５：４０～１５：５５ 芦屋ふれあいセンター 芦屋
１６：０５～１６：１５ 松本晃様宅前（浜坂・浜岡町）

浜坂１６：２５～１６：３５ ユートピア浜坂（浜坂・中本町）
１６：４５～１６：５５ 勝願寺前（浜坂・門陀町）
１７：０５～１７：１５ 文化会館（浜坂・栄町）

５月３０日
（木）

１３：００～１３：２５ 二日市：浜坂保健センター 二日市
１３：３５～１３：５０ 福富集会所 福富
１４：００～１４：１０ 清富集会所 清富
１４：１５～１４：２０ 指杭公会堂 指杭
１４：２５～１４：３５ 田井高齢者・若者センター 田井
１４：５０～１５：０５ 御火浦コミュ二ティセンター 三尾
１５：１５～１５：２５ 赤崎コミュ二ティ消防センター 赤崎
１５：３０～１５：４０ 和田公会堂 和田
１５：５５～１６：０５ 奥澤旅館　前 七釜
１６：１５～１６：２５ セレモニーもりば　駐車場前 新市
１６：３５～１６：４５ 西村英子様宅　車庫前 古市
１６：５０～１７：００ 用土公会堂 用土

６月３日
（月）

１３：００～１３：１０ 北村早悟様宅前 栃谷
１３：１５～１３：２５ 町営住宅若松団地 若松町
１３：３５～１３：４５ 戸田公会堂 戸田
１３：５５～１４：０５ 対田生活改善センター 対田
１４：１５～１４：３０ 民俗芸能伝承館 久谷
１４：４０～１４：５０ 高末ふれあいセンター 高末
１４：５５～１５：０５ 正法庵生活改善センター 正法庵
１５：１０～１５：２０ 水田建設（株）駐車場 辺地
１５：３０～１５：４０ 藤尾公会堂 藤尾
１５：５５～１６：０５ 境　集会所 境
１６：１０～１６：２０ 久斗山公会堂 久斗山
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月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

６月４日
（火）

１３：００～１３：１０ 宮脇橋附近 宮脇
１３：２０～１３：３０ 内山公民館 内山
１３：４０～１３：５０ 越坂公民館 越坂
１４：００～１４：１０ 出合橋附近 内山
１４：２０～１４：３０ 海上公民館前 海上
１４：４０～１４：５０ 前地区バス停附近 前
１５：００～１５：１０ 岸田診療所前 田中
１５：１５～１５：３０ 岸田公民館 岸田
１５：４０～１５：５０ 石橋公民館 石橋
１６：００～１６：２０ 青下消防車庫前 青下
１６：３５～１６：４５ アマゴ養殖場横附近 霧滝

６月２６日
（水）

１４：２０～１４：３０ ナカケー白川店前 浜坂１４：３５～１４：４５ 川越大幸様宅駐車場横（浜坂・京口一）
１４：５５～１５：０５ 県営住宅横駐車場 緑町、南町、秋葉台、三谷
１５：１５～１５：２５ 田君集落センター 田君
１５：３０～１５：４０ 後山公民館 後山
１５：５５～１６：０５ 今岡金屋公民館 今岡金屋
１６：１０～１６：２０ 井土団地附近 井土１６：２５～１６：３５ 井土公民館

７月５日
（金）

１４：１０～１４：２０ 歯科診療所 湯
１４：３０～１４：４０ 細田公民館 細田
１４：５０～１５：００ 岡村かね子様宅横 竹田１５：０５～１５：１５ 竹田公民館
１５：２５～１５：３５ 前垣豊様宅附近 あさひヶ丘
１５：４０～１５：５０ 千原公民館前 千原
１６：００～１６：１０ 鐘尾公民館前 鐘尾
1 ６：２０～１６：３０ 浅田憲一様宅横 千谷

７月９日
（火）

１４：２０～１４：３０ 伊角公民館 伊角
１４：４０～１４：５０ 熊谷公民館 熊谷１４：５５～１５：０５ 仁連寺バス停附近
１５：１５～１５：２５ 数久谷公民館 数久谷
１５：５５～１６：００ 高山公民館 高山
１６：２０～１６：３０ 歌長公民館 歌長
１６：４０～１６：４５ 福井繁和様宅附近 春来１６：５５～１７：０５ 旧春来小学校プール下

７月１０日
（水）

１４：１５～１４：３０ 照来診療所 桐岡
１４：４０～１４：５０ 多子中バス停附近 多子
１４：５５～１５：１５ 切畑公会堂 切畑
１５：２５～１５：３５ 中井弘平様宅前 丹土
１５：４０～１５：５０ 中辻公民館 中辻
１６：００～１６：１０ 塩山公民館 塩山
１６：２０～１６：２５ 薬　師　堂 飯野１６：３０～１６：４０ 巌山寺附近

＊結核を疑う症状＊

①咳や痰が２週間以上続く時は、結核の検査を受けましょう。
②高齢者の場合は、体重が減った時（入れ歯が合わなくなる・ズボンが
　ゆるくなるなど）も、結核を疑って相談しましょう。
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町
体
育
協
会
事
業　
　

　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
８
回
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き　

６
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

町
内
在
住
の
方

　
　
　
　
（
学
生
を
除
く
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
千
円

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

５
月
27
日
（
月
）

第
５
回
町
ナ
イ
タ
ー　
　

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

▼
と
き　

６
月
４
日
（
火
）
か
ら
毎
週

火
・
木
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～

　
（
９
月
中
旬
頃
ま
で
の
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
す
こ
や
か
広
場

▼
対
象　

町
内
に
在
住
し
住
民
票
を
有

す
る
方
（
学
生
を
除
く
）。
町
外
在

住
で
町
内
に
勤
務
す
る
方
は
２
名
ま

で
出
場
可
能

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
22
名
ま
で

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
，
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

５
月
20
日
（
月
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
82
‐
４
５
１
２

山
陰
海
岸
国
立
公
園
竹
野
地
区

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ス
ノ
ー
ケ
ル
教
室
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク

ラ
フ
ト
な
ど
の
補
助
指
導
、
海
岸
清
掃

な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
方

▼
資
格　

次
の
安
全
講
習
の
受
講
が
必

要
で
す
。（
受
講
費
用
無
料
）

▼
安
全
講
習

◇
と
き　

６
月
１
日
（
土
）、２
日
（
日
）

　
（
宿
泊
希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
）

◇
と
こ
ろ　

竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
任
期　

登
録
日
～
平
成
26
年
3
月
31

日
（
希
望
に
よ
る
更
新
制
）

▼
申
込
期
限　

5
月
24
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

環
境
省
竹
野
自
然
保
護
官
事
務
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
47
‐
０
２
３
６

お
も
ち
ゃ
と
組
み
木
教
室

　

電
動
糸
の
こ
を
使
っ
て
、
犬
の
形
を

し
た
パ
ズ
ル
を
作
成
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
26
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂

▼
定
員　

14
名

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

第
38
回
５
０
０
才
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

親
善
大
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

６
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　

※
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　

町
内
在
住
で
、
男
性
は
45
歳

以
上
、
女
性
は
30
歳
以
上
の
方

▼
参
加
料　

無
料

▼
募
集
期
限　

５
月
31
日
（
金
）

▼
抽
選
・
監
督
会
議　

　

６
月
５
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～

　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

※
各
チ
ー
ム
必
ず
１
名
出
席
の
こ
と

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡ 

92
‐
１
８
７
０

山陰海岸国立公園指定 50 周年記念

浜坂海岸自然観察ハイキング
～山陰海岸ジオパーク 110 ｋｍウォーク認定イベント～

　新緑あふれる山陰海岸国立公園の自然をガイドの案
内で楽しみます。（参加記念品あり）
◆日　時　６月８日（土）午前 9 時～午後２時
　　　　　　小雨決行
◆集　合　山陰海岸ジオパーク館　
◆コース　矢城ヶ鼻灯台～城山園地～塩谷浜
　　　　　（約６㎞。天候によりコース変更あり）
◆参加費　100 円（保険料ほか）
◆対　象　小学生以上（小学生場合、保護者同伴）
◆持ち物　ウォーキングに適した服装、雨具、帽子、
　　　　　昼食、飲み物など
◆定　員　先着 50 人　
◆締　切　５月 31 日（金）

―申込み・問合せ―
商工観光課　観光係　℡ -82-5625
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網戸、障子の張り替え・家具の配置換え・家内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利用いただけます。[ 新

温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 30 円や、材料費等は別途金額となります。
（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 　事前予約をお願い致します。（お見積もり無料）

＊昨今のガソリン代高騰のため、燃料代が上がりました。
お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　担当者直通電話　080-1908-5829　

【広告】
ご愛顧いただき、ありがとうございます。

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝きり・

狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
免
許
は
、
県
に
登
録
を
行
い
狩

猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要
な
資

格
で
す
。
ま
た
、
県
や
町
の
許
可
を
受

け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に

も
原
則
、
必
要
で
す
。

▼
日
程
と
場
所

　
【
１
回
目
】

◇
申
込
期
間

　

６
月
３
日
（
月
）
～
18
日
（
火
）

◇
知
識
・

適
性
試
験　

７
月
６
日
（
土
）

　

神
戸
、
姫
路
、
養
父
の
各
会
場

◇
技
能
試
験

　

７
月
20
日
（
土
）
姫
路
会
場

　

７
月
28
日
（
日
）
神
戸
会
場

　
【
２
回
目
】

◇
申
込
期
間

　

８
月
５
日
（
月
）
～
20
日
（
火
）

◇
知
識･

適
性
・
技
能
試
験

　

９
月
11
日
（
水
）
姫
路
会
場

　

９
月
18
日
（
水
）
神
戸
会
場

▼
免
許
の
種
類

　

第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）、

第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）、網
猟
（
主

に
鳥
類
）、
わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

初
心
者
講
習
会

▼
開
催
日

　
（
社
）
兵
庫
県
猟
友
会
主
催
で
試
験

ま
で
に
知
識
・
技
能
に
関
す
る
講
習

会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

１
回
目
：
６
月
８
日
（
土
）

　

２
回
目
：
８
月
３
日
（
土
）

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン

タ
ー
（
神
戸
市
中
央
区
）

▼
受
講
料　

７
千
円

狩
猟
免
許
取
得
者
助
成
制
度

　

本
町
で
は
狩
猟
免
許
取
得
者
に
対
し

て
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
を
活
用
し
、
狩
猟
免
許
の
取
得

を
希
望
の
方
は
、
５
月
24
日
（
金
）
ま

で
に
役
場
農
林
水
産
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

―
問
合
せ
―

◇
試
験
に
関
す
る
こ
と

　

豊
岡
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
林
業
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

◇
狩
猟
免
許
助
成
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

役
場
農
林
水
産
課　

水
産
林
務
係

　

℡
82
‐
５
６
２
６

試　

験

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

▼
試
験
の
区
分　

事
務
、
技
術
、
農
業
、

農
業
土
木
、
林
業

▼
受
験
資
格　

◇
平
成
25
年
４
月
1
日
に
お
い
て
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方

◇
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
卒
見
の
方

◇
人
事
院
が
前
記
に
準
ず
る
と
認
め
る

方
▼
受
験
案
内　
　

５
月
13
日
（
月
）
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び
配
布

▼
受
付
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

６
月
24
日
（
月
）
～
７
月
３
日
（
水
）

◇
郵
送
・
持
参

　

６
月
24
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
８
日
（
日
）

▼
試
験
地　

神
戸
市
ほ
か

▼
問
合
せ　

　

人
事
院
近
畿
事
務
局
（
試
験
係
）　

　

℡
（
０
６
）
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

　
　
　
　
　
　
　
　

saiyo01_B.htm
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編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w
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「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

3 月 16 日～ 4 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 氏　　名 保護者 出生日

●まちのうごき●　
　5月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,138 人 （－ 23）

　男 7,700 人 （＋   1）

　女 8,438 人 （－ 24）

世帯数 5,843 世帯 （＋   2）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

第１４回全日本かくれんぼ大会参加者募集
　湯村温泉街をエリアとした恒例のかくれんぼ
大会の参加者を募集しています。

◆と　　き　６月 16 日（日）
　　競　技：午前 10 時 30 分～ 11 時 50 分
◆募集人員・参加費
　・お　に　350 人（町外者限定）
　　　　　　　大人（中学生以上）　2,000 円
　　　　　　　小人（中学生未満）　1,000 円
　・隠れ人　250 人
　　　　　　　大人（中学生以上）　1,500 円
◆申込方法　温泉総合支所地域振興課から募集
　　　　　　要項を取り寄せて参加費を振込
◆募集期限　５月 23 日（木）先着順
◆問  合  せ　全日本かくれんぼ協会事務局
　温泉総合支所地域振興課内　℡ 92-1131


